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広
報

わたくしたちは、利根川と手関沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
ら殴じだ苦慮苗圃薮育文化都市をめざ宣壺園生宮?豊

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民懸軍を定めます。
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで膳しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11我藤子市我孫子185B盆0471（85）1111

I

ー

街、
ろ街

３
月
に
学
習
院
大
学
文
学
部

を
卒
業
さ
れ
た
天
皇
家
の
長
女

紀
宮
さ
ま
が
４
月
６
日
、
わ
が

国
唯
一
の
鳥
類
専
門
の
研
究
施

設
で
あ
る
（
財
）
山
階
鳥
類
研
究

ろ
？
き

く
生

みんなでつ

共に

紀
宮
さ
ま
繩
に
初
出
勤

非
常
勤
助
手
と
し
て
鳥
類
研
究
の
お
手
伝
い

＄

1
面

第
脇
回
あ
び
こ
福
祉
ま
つ
り
開
催

日
時
亜
Ｓ
月
刊
日
（
日
）
午
前
旧
時
か
ら
午
後
ｓ
時

場
所
率
手
賀
沼
公
園
コ
ミ
ュ
一
三
才
広
場
（
雨
天
、
中
央
公
民
館
）

所
（
黒
田
長
久
所
長
）
の
研
究
助
手

と
し
て
初
出
勤
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
、
時
に
率
で
到
詰
さ
れ
た

紀
宮
さ
ま
は
、
資
料
室
に
用
意
き

れ
た
机
の
前
に
座
ら
れ
、
ざ
つ
そ

琴､、蜜
第
偲
回
あ
び
こ
福
祉
ま
つ
り
が
５
月
扣
日
（
日
）
、
手
賀
沼
公
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。
障
害
の
あ
る
人
も
高
齢
の
人
も
、
大

人
も
子
供
も
み
ん
な
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
は
無
料
。
ご
家
族
で
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
▼
問
い
合
わ
せ
社
会
福
祉
協
議
会
壷
（
餌
）
１
５
ｓ
９

、

ｈ
ｎ

Ｌ

鳥類図鑑に目を通される紀宮さま

て
い
ま
す
。Ｉ

く
烏
類
図
鑑
に
目
を
通
さ
れ
、

午
後
４
時
釦
分
ま
で
賓
料
や
標

本
の
整
理
な
ど
、
研
究
を
手
伝

わ
れ
ま
し
た
。

紀
宮
さ
ま
は
、
動
植
物
、
特

に
鳥
類
に
関
心
を
持
た
れ
、
野

鳥
の
標
識
調
査
に
必
要
な
バ
ン

ダ
ー
の
壷
格
も
学
生
時
代
に
取

得
。
今
後
、
週
２
回
程
度
、
同

研
究
所
に
通
わ
れ
、
鳥
類
の
研

究
を
手
伝
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
同
研
究
所
の
総
裁
に

は
、
紀
宮
さ
ま
の
兄
、
秋
篠
宮

さ
ま
が
昭
和
印
年
に
就
任
さ
れ

市
内
の
福
祉
団
体
が
集
い
、
「
み
○
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
（
午
前

ん
な
で
つ
く
る
街
、
共
に
生
き
る
９
時
釦
分
受
付
、
小
雨
決
行
）

街
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
あ
▼
定
員
先
蒲
釦
チ
ー
ム
（
市
内

ぴ
こ
福
祉
ま
つ
り
も
今
年
で
超
回
在
住
者
で
１
チ
ー
ム
３
～
５
名
）

目
。
国
際
障
害
者
年
の
前
年
に
始
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
〈

ま
り
、
そ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
障
害
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏

者
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」
を
目
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し

指
し
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
５
月
８
日
（
金
、
必
着
）
ま
で
に
我

き
る
よ
う
、
毎
年
数
多
く
の
催
し
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
体
育

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

課
金
（
露
）
１
１
５
１
へ

今
回
も
、
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
①
鼓
笛
隊
第
三
小
児
童
の
減
奏

○
×
ク
イ
ズ
、
綱
引
き
、
人
気
の
Ｏ
綱
引
き
参
加
自
由

子
供
広
場
で
の
お
も
ち
ゃ
作
り
な
○
バ
ン
ド
演
奏
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｐ
Ｏ

ど
楽
し
い
催
し
や
い
ろ
い
ろ
な
模
．
Ｔ
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ン
ド
が
出
減

擬
店
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
①
手
話
ダ
ン
ス
勝
田
台
手
話
ダ

平耐4早冨以陶の
罠池鬮税は、
こうなり鋪

国
1

市
街
化
区
域
内
農
地

市
率
獣
潅
騨
鏥
評
嘩
輪
錦
織
”
畢
地
一

（
市
街
化
鯛
整
区
域
内
農
地
）

上

楽
し
い
ま
つ
り
で
、
す
ば
ら
し

い
出
会
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

イ
ベ
ン
ト一

砿
記
農
以

聖
”
「

（
宅
地
化
す
る

右
記
以
外

の
農
地

（
保
全
す
る
農
地
）

生
産
緑
地
地
区
内

の
農
地 ン

ス
友
の
会

○
○
×
ク
イ
ズ
み
ん
な
で
挑
戦

し
よ
う
。

○
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
「

踊
り
ま
せ
ん
か
。
参
加
自
由
。

〆 、

晦
雛
一
閻
州
舗
睡

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
※
ヨ
ー
ヨ

ー
つ
り
※
は
り
が
ね
お
も
ち
や

作
り
な
ど
。

◎
そ
の
他
、
目
の
不
自
由
な
人
や

車
い
す
利
用
の
人
へ
の
介
識
を
体

験
し
て
も
ら
う
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

第8回植木まつり一
脚
剛
哩
’
一
宅
地
並
課
税
窺
況
が
農
地
の
場
合
韓
宅
地
並
評
価
額
×
２
分
の
１
×
税
率
Ｉ
税
額
）
’

外

し日時5月2日(土)、3日(祝）

午前10時から午後4時

し場所手賀沼公園

し問い合わせ公園緑地課
＆ ノ

岸
認
良
識
エ
陸
‐
蝉
丁
与
謝
鯛
印
群
謝
恥
酔
。
唱
助
錐
剰
－
１
１
圭
恥
拝
額
雄
和
誰
鋤
銅
醍
砿
轆
鍛
一

Ｂ

住
宅
Ｉ

を
新
築

億
初
の
§
隼
半
１
歳
定
罐
鑑
４
鋪
銅
一

‐
画
門
Ⅱ
回
｝
‐
ｌ

‐
階
建
て
以
上
す
の
後
の
§
拳
闘
Ｔ
ｌ
志
定
噌
識
蜘
判
型

豪
右
記
の
宅
地
化
し
た
土
地
に
優
良
な
貸
家
住
宅
を
新
築
し
た
塘
合
は
、
併
せ
て
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
例
）
平
成
５
年
度
に
確
翻
を
受
け
、
優
良
な
貸
家
住
宅
を
新
築
し
た
塒
合
は
、
平
成
７
年
度

か
ら
固
定
資
産
税
の
城
額
の
適
用
を
受
け
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

一
農
地
腺
税

ア
の
潔
定
に
係
る
申
告
期
限

イ
の
確
盟
に
係
る
申
請
期
限

イ
、
平
成
５
年
胞
月
訓
日
ま
で
に
、
ァ
の

認
定
に
基
づ
き
開
発
許
可
・
地
区
計
画

が
策
定
さ
れ
た
こ
と
の
市
長
の
確
認
を

受
け
た
と
き

ァ
、
平
成
３
年
４
月
１
日
か
ら
４
年
陀
月

翻
邦
畦
で
如
輌
亭
窪
地
雛
燭
麺
輝
罐
エ

と
の
市
畏
の
認
定
を
受
け
た
と
き

＝

一
伴
性
産
癖
鋤
嘩
唾
唾
緬
確
嘩
蛙

は
「
保
全
す
べ
き
挫
地
」
と
「
宅
地

化
す
る
農
地
」
に
区
分
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
挫
地
に
対
す
る
課
税
の
仕
方

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
農
地
に
対
し
て
橇
「
挫

地
並
み
」
で
仮
算
定
を
行
い
ま
玄

そ
の
他
の
市
街
化
区
域
内
の
挫

一
地
は
「
宅
地
並
課
税
」
さ
れ
ま
す
。

『
仮
算
定
」

に
よ
る
課
税

市
街
化
区
域
内
に
あ
る
農
地

で
、
次
の
①
お
よ
び
②
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
艇
地
は
、
艇

地
課
税
相
当
額
を
「
仮
に
算
定

し
た
税
額
」
と
し
て
徴
収
し
ま
す

①
都
市
計
画
課
の
ア
ン
ケ
ー
ト

聞
き
取
り
調
査
で
、
保
全
を
希

望
し
た
艇
地
（
生
産
緑
地
指
定

を
希
望
し
た
陸
地
）

②
平
成
３
年
度
に
長
期
営
農
継

続
挫
地
制
度
の
適
用
を
受
け
た

農
地
、
ま
た
は
平
成
３
年
度
に

係
る
３
．
３
平
方
メ
ー
ト
ル
当

最
初
の

平
成
７
年
１
月
１
日
か
ら
川

年
帽
月
訓
日
ま
で
に
新
築

そ
の
後

平
成
４
年
１
月
１
日
か
ら
６

年
吃
月
訓
日
ま
で
に
新
築

平
成
４
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
５
年
１
月
訓
日
ま
で

平
成
４
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
６
年
１
月
訓
日
ま
で

一
般
農
地
と
し
て
評
価
し
、
農
地
と
し
て
謀
税
す
る
・

’の
５
年
間

1

５
年
間

平
成
４
年
度
か
ら
平
成
６
年
度
ま
で
の
宅
地

並
課
税
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
川
分

の
９
の
税
額
を
徴
収
猶
予
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
税
額
の
免
除
又
は
減
額
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。 ‘’

生
産
緑
地
と
し
て
指
定
さ
れ
な

か
っ
た
農
地
や
当
初
か
ら
「
宅
地

化
す
る
農
地
」
を
希
望
し
た
場
合

住
宅
供
給
の
観
点
か
ら
、
左
表
の

「
例
外
」
の
Ａ
・
Ｂ
の
手
だ
て
を
行

っ
た
時
は
、
固
定
資
産
税
等
の
軽

減
が
図
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
課
税
課
土
地
調
査

係
壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
３
９

へ
ご
相
談
く
だ
き
い
・

た
り
の
評
価
額
が
３
万
円
未
満
の

農
地な

お
、
生
産
緑
地
と
し
て
計
画

決
定
さ
れ
た
挫
地
は
、
そ
の
時
点

で
本
算
定
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
生
産
緑
地
と
し
て
指
定

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
腱

地
の
宅
地
並
課
税
額
と
農
地
課
税

相
当
額
（
仮
に
算
定
し
た
税
額
）

の
差
額
を
第
４
期
の
納
期
に
納
め

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
以
外
の
市
街
化
区
域
内

の
挫
地
に
対
し
て
は
、
当
初
よ
り

「
宅
地
並
課
税
」
さ
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
等

の
軽
減

固
定
資
産
税
の
３

税
額
を

固
定
資
産
税
の
４

税
額
を

３
年
間
に
わ
た
り
固
定
資
産
税

の
３
分
の
２
の
税
額
を
減
額

５
年
間
に
わ
た
り
固
定
資
産
税

の
３
分
の
２
の
税
額
を
減
額

（
原
則
）

（
原
則
）

L
下総基地 米軍機使用絶対反対の
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第828号

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会

委
風
一
般
選
挙
は
、
４
月
廻
日
に

告
示
さ
れ
ま
し
た
が
《
立
候
補
の

届
出
は
選
挙
す
べ
き
委
興
数
の
迩

名
を
越
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
投
票
は
行
わ
れ
ず

４
月
加
日
に
開
催
さ
れ
た
選
挙
会

に
お
い
て
、
下
表
の
方
々
の
当
選

が
決
定
し
ま
し
た
。

新
委
貝
の
内
訳
は
、
現
城
廻
名
、

新
人
３
名
で
任
期
は
平
成
７
年

４
月
調
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
逮
挙
管
理
委
貝

会

準建築基準法の 舌
ニ
ー

ロ

口
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
結
果

建築物の敷地と道路
建
築
物
の
敬
地
は
、
幅
４
厨
以

上
の
道
路
に
２
厨
以
上
接
し
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
道

路
が
公
道
以
外
の
場
合
は
、
建
築

基
準
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
「
位

踵
の
指
定
」
さ
れ
た
道
路
で
あ
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

敷
地
が
路
地
状
部
分
だ
け
で
道

路
に
接
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
路

地
状
部
の
長
さ
（
Ｌ
）
や
幅
（
ｗ
）
に

つ
い
て
制
限
が
あ
り
、
こ
の
制
限

は
、
建
築
物
や
敷
地
形
態
に
よ
っ

’▼当選された方々 (届出順）
路
地
状
敷
地

建
築
基
準
法
は
、
皆
さ
ん
が
安
全
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
建
物
を
建
築
す
る
際
の
建
ぺ
い
率
や
道
路
構
造
、
設
備
な

ど
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、
敷
地
と
道
路
の
関
係
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
建
築
指
導
課
Ⅱ

て
異
な
り
ま
す
（
図
１
）
。

６
１

’

道
路
境
界
の
後
退

’
一

’

’
第
８
回

市
民
交
流’

’ 「11
可

’

網
引
き
大
会

生
活
に
彩
り
を
添
え
る
手
エ
芸

品
の
数
々
を
、
自
分
で
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
受
講
料
無
料
（
材
料
強
は
別
）

▼
申
し
込
み
電
話
か
ハ
ガ
キ
で

５
月
猫
日
（
土
）
ま
で
に
各
識
師
へ

蕊
お
子
様
連
れ
の
受
識
は
不
可

:尋ｴ訓鬮 「
明
る
い
豊
か
な
街
づ

く
り
」
を
目
標
に
、
我
孫
子

青
年
会
識
所
が
行
っ
て
い

る
市
民
交
流
綱
引
き
大
会

も
今
回
で
８
回
目
を
迎
え

ま
す
。

今
年
は
、
綱
引
き
大
会

の
ほ
か
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
親
子
や

友
だ
ち
同
士
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
型
日
（
且

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

（
雨
天
の
場
合
は
誕
日
）

ハ

5月28日(木)、29日（金）
市 民会館会議室

日程

場所

－－－－一

▼
場
所
手
黄
沼
公
園
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場

▼
チ
ー
ム
編
成
小
学
生
の
部
妬

名
以
内
、
大
人
男
子
・
女
子
の
部
、

名
以
内

▼
参
加
壷
無
料

▼
申
し
込
み
エ
ン
ト
リ
ー
用
紙

（
市
役
所
、
各
支
所
、
行
政
連
絡

所
、
市
民
会
館
、
中
央
公
民
館
、
図

瞥
館
分
館
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
５
月
巧
日
（
金
）

ま
で
に
実
行
委
員
会
へ

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
青
年
会

議
所
関
根
壷
（
理
２
２
７
７

小
池
云
（
銅
）
０
５
１
１

’

’’
市
で
は
、
次
の
と
お
り
定

例
行
政
相
談
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
識
く
だ
き
い
・

▼
日
時
５
月
泌
日
（
月
）
午

前
、
時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
市
役
所
西
別
館
３

階
市
民
相
談
室
（
秘
密
厳
守
）

▼
相
談
員
木
川
肇
（
本
町
）

垂
（
理
１
８
５
９
、
斉
藤
栄

子
（
泉
）
壷
（
理
８
７
４
５

5月10日～16日

行政相談週間Ⅱ

’
＝広報広聴課＝

年
に
一
度
は
検
診
を

４
月
か
ら
各
種
検
診
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
面
倒
が
ら
ず
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
（
鋤
歳
以
上
）
、
成
人
病
健
診
苅

歳
以
上
）

▼
期
間
理
月
ま
で

▼
費
用
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
直

接
左
表
の
各
委
託
医
療
機
関
へ
。

’

’
』

ー

=て＝
’

氏名

根本傅 市

杉山醐男

岩井蔵之助

今井喜美男

染谷智一郎

小池 壁

小池大策

瑚田利夫

鈴木治信

今井久男

荒井資

飯糎優

一コ

市川隆

阿曽敏夫

中野勝馬

住所

都部61癖也

布佐酉町65獺也の皿

布佐2276稀地

圃秀262霧地の2

古戸622稚地

稚地

下ヶ戸502紺也

布佐2127番地

根戸589稀地

中峠1327番地

柴蜘123紺也

中峠3755排地

布佐828番地

古戸162瀞地

中里47番地

生年月日

大正

,15年5月9日

大正

14年5月1日

|大正

7年5月221ヨ’

昭和

2年3月5日

昭和

13年5月28日

昭和

3年8月5日

大正

15年8月26日

昭和

2年11月16日

大正

13年9月7日

昭和

5年1月1日

鉦
畔 7月25日

J,』E

11年7月1日

昭和

8年3月27日

大正

14年4月23日

昭和

4年4月5日

党派

無所属

無所属

無所属

属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

1

無所属

無所煽

無所属

無所属

無所属

図2
凸

“

杉
後退線

後退杭

Ｊ
一

道路とみなす部分

'．・
11

1

逆 路
11.

●

’i
〃■■▲

|、
進路後退杭は､この位澄に
設詮して下さい。

日

５
月
調
日
（
木
）

５
月
甥
間
（
金
）

時間

午
前
９
時
鋤
分
Ｉ
午
後
０
時
訓
分

午
削
９
時
測
分
～
午
綾
０
時
釦
分

部門

アー卜

フラワー

木目込人形

綱物

七宝

パンフラワー

皮革工芸

藤工芸

紙人形

ミニポピー

小銭入れ

イ ン テリア

ボ･ソクス

紙人形

作品

けしの

コサージュ

姫ダ ルマ

ハーI･型の

ピンクッション

アクセサリー

又はミニ針箱

材料費

1,500円

1,600円

1.000円

1.300円

1,500円

2，000円

1,500円

1,200円

定員

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

会塘

第2

全誰室

館4

会議室

第5

会議室

鋪6

全譲室

第2

会護室

節3

全遜室

第4

識室

第5

会議室

持参するもの

ピンセット､物差し薄手芸用
ボンド､おしぼり､はさみ

(苅凋･針金用）

目打ち､はさみ､ボンド､小
皿､手拭き

4号～6号の棒針､とじ
針､はさみ､鉦記用具

'ティッシュ､広告紙､水入れ
|(泌飲みぎ煙〕もの)､ピンセ
･ソト

小はきみ､ぬりぱし､ボン

ド､手拭き

ビニール手袋､はさみ､白
メリヤス(20×203枚）
小雛2本､目打ち

花はさみ､目打ち､物差し、
エプロン

6 はさみ､ボンKのり､物差
し､手拭き

購師名

中村多喜子

山岸祥子

鈴木廸子

荻野紀子

阿部乃里子

近藤恵美

椎名祥子

緑川和子

住所

湖北台6-7-23

若松111-6

並木8-2-8

新木野3-2-10

緑1-11-9

岡発戸1222

中里215

東我孫子2-23-6

電 鱈

(88)2605

(82)2830

(82)7669

(84)1605

(88)0968

(82)8556

(82)1778

(88)1565

(84)8011

平
和
台
病
院
布
佐
２
１
９
５

卿
1

1

1
1

○

○’

金
山
医
院
布
佐
２
１
１
８
１
２

卿
４
１
６
６

○

布
佐
１
‐
喝
‐
６

卿
３
１
０
１

○

内
科
小
児
科
佐
藤
医
院

新
木
野
１
Ｉ
６
Ｉ
１

”
１
３
１
１

○

宇
治
医
院１

塁
野
医
院

湖
北
台
１
‐
５
‐
７

剛
２
２
４
８

印画、

○

○

湖
北
台
９
１
９
‐
皿

卿
０
８
３
５

○

増
田

医
院Ｉ

○

○.

湖
北
台
９
‐
７
‐
蛆

鯛
２
８
４
０

岡
野
内
科
医
院
湖
北
台
８
‐
咽
‐
鯉

卿
７
７
７
０

○

面

湖
北
台
診
療
所
湖
北
台
７
８
虹
１
１
０
１

”
８
７
６
８

○

○

我
孫
子
聖
仁
会
痛
院

湖
北
台
４
１
６
‐
１

”
３
１
１
１

○
ー

○

○

佐
藤
内
科
医
院
湖
北
台
３
１
皿
ｆ
５１
蝿
０
９
３
４

○

’

小
倉
外
科
・
内
科
柴
崎
台
３
‐
聰
‐
”

”
０
１
６
５

!○

○

近
藤
胃
腸
科
外
科

野
山
２
８
５
１
３

１脇
０
２
１
１

○

隈
本
医
院

東
我
孫
子
１
１
通
１
３

卿
１
３
８
１

○

○

天
王
台
整
形
外
科

”
５
０
７
１

○

貫
井
医
院

並
木
８
１
Ⅳ
‐
４

例
５
５
５
５

○

似
烏
内
科
医
院
泉
州
‐
肥

”
９
０
０
７

○

竹
内
内
科
医
院
若
松
１
４
１

”
５
８
３
６

○

天
魂
堂
医
院
緑
１
１
６
０
，

噸
１
２
２
２

,○

○

我
孫
子
東
邦
病
院

我
孫
子
１
８
５
１
１
１

噸
８
１
６
６

○

○

ア
ビ
コ
外
科
整
形
外
科
病
院

我
孫
子
２
６
４

ｊ側
７
３
２
１

○

○

桜
井
医
院

白
山
２
Ｉ
８
Ｉ
”

”
２
９
１
６

○

藤
本
内
科
医
院
白
山
２
１
ｕ
‐
７

”
１
８
８
５

○

守
尾
医
院

白
山
１
‐
肥
‐
５

卿
６

８
１
３

○

石
田
医
院

本
町
１
‐
４
‐
皿

”
７
１
５
１

○’

○

竹
田
内
科
医
院
つ
く
し
野
６
‐
５
１
１

卿
０
２
２
５

○

一
瀬
医
院
つ
く
し
野
６
‐
１
‐
７

鯛
２
３
２
１

○

我
孫
子
つ
く
し
野
病
院

つ
く
し
野
１
３
１
１
１

ｊ側
２
２
１
１
’

○

○

委
妊
医
療
機
関

住
所

電

詰

成人病健診

子宮がん検診

乳がん検鯵
■■■■■■■■■■



第828号あ び
一
』(3)1992.5 1 一一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一_一－－

こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
５
月
妬
日
主
）
午
前
９

時
卯
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
当
日

午
前
９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
琿
息
リ
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
時
間
午
前
９
時
釦
分
か
ら
ｎ

時
訓
分
（
第
２
回
の
み
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
開
始
、
分
前
に
は
受

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
回
。
第
１
回
．
２
回
は
バ

ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
必

要
）
。
第
３
回
は
歯
ブ
ラ
シ
。

健康ガイドS月の日曜‘休日当番医 保
健
セ
ン
タ
ー

湖
北
台
１
の
胆
の
胴

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

恋
へ

87
ー

1

1

3
1

し診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証

菱
相
談
、
歯
科
相
談
、
育
児
に
つ
い

て
の
細
か
い
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

ぐ
母
親
学
級
日
程

、

で

▼
日
程
５
月
廻
日
か
ら
妬
日
ま

で
の
毎
週
火
噸
日

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
巧
分
か

ら
９
時
妬
分
（
該
当
児
）
、
午
前
９

時
妬
分
か
ら
、
時
鋤
分
（
そ
の
他

相
談
の
あ
る
方
）

▼
対
象
＊
平
成
４
年
１
月
生
ま

れ
（
通
知
が
い
き
ま
す
）
＊
０
～
６

歳
児
（
相
談
の
あ
る
方
）

※
乳
児
健
診
は
母
子
健
康
手
帳
の

無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９
～
ｕ

か
月
里
を
利
用
し
、
医
療
機
関
で

－

次
の
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機

関
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
極
混
合
（
破
傷
風
、
ジ

フ
テ
リ
ヱ
を
受
け
る
場
合
や
お

た
ふ
く
か
ぜ
、
麻
疹
の
予
防
接
種

を
受
け
る
際
に
Ｍ
Ｍ
Ｒ
（
新
三
種

混
合
Ｉ
麻
疹
、
風
し
ん
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
）
を
希
望
す
る
場
合
は
医
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

▼
愛
用
該
当
児
無
料

二
、

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

生
後
４
か
月
か
ら
４
歳
未
満
の

子
ど
も
で
１
度
も
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を

受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
〈
対
象
児

に
は
通
知
し
ま
す
）
。

▼
日
程
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
・
・

５
月
四
日
（
火
）
、
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ
…

５
月
皿
日
（
木
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
別

分
か
ら
２
時
鋤
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

生
後
６
か
月
か
ら
４
歳
未
満
で
、

ポ
リ
オ
投
与
を
２
度
済
ま
せ
て
い

な
い
乳
幼
児
（
１
回
目
と
２
回
目

の
間
隔
は
６
週
間
以
上
あ
け
る
こ

と
）
・
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
。

▼
日
時
５
月
皿
日
宋
）
、
犯
日
韮

午
後
１
時
鋤
分
か
ら
２
時
鋤
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票※
発
熱
等
心
配
な
と
き
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

屑
こ
り
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
個
別
相

談
も
お
受
け
し
ま
す
。

’ b

＄
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’
’
１
１

１

一
１
１
１
１
１
‐
Ｉ
Ｉ
‐
１
Ｊ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

！
‐
‐
・
Ｑ
ｖ
０
ｖ
“
９
．
０
４
Ｑ
電
１
０
．
Ｑ
７
４
７
９
４
，
９
９
６
ワ
●
Ｑ
Ｕ
９
Ｇ
ｖ
４
７
９
．
．
Ｖ
４
９
雷
Ｌ
ｒ
６
ｖ
ｊ

－
一

す レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
脂
肪
肝
、
唾
／
“
以
上
《
中
性
脂
肪
が
１
８
ち
や
ん
の
肥
満
は
、
泣
い
た
と
き
高
度
の
肥
満
は
、
学
校
、

◎

歯
科
医
師
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、

む
し
歯
予
防
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
は
、
２
歳
８
か
月
児
で
、
健

診
、
歯
み
が
き
指
導
、
フ
ッ
化
物
塗

布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
児
に
は
〈
ガ
キ
で
通
知
し

ま
す
。

▼
日
程
５
月
幻
日
（
木
）
受
付
午

前
９
時
巧
分
か
ら
、
時
鋤
分

▼
対
象
平
成
元
年
９
月
生
ま
れ

▼
持
参
通
知
ハ
ガ
キ
、
使
っ
て

い
る
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
１
本
）
コ

ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
峰
子
健
康
手
帳

ん
変
わ
る
も
の
で
す
。
一
人
で
悩
市
で
は
次
の
と
お
り
献
血
を
行

ま
ず
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
い
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
の
職
種

▼
申
し
込
み
砺
話
予
約
（
日
時
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
▼
日
時
５
月
哩
日
（
火
）
午
前
９

▼
担
当
神
経
内
科
医
横
山
達
時
鋤
分
か
ら
午
後
３
時
鋤
分
（
正

郎
先
生
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
休
憩
）

衛
生
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

心
の
持
ち
方
ひ
と
つ
で
ず
い
ぶ

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
．

▼
対
象
平
成
元
年
２
月
ゞ

ら
２
月
犯
日
生
ま
れ
（
通

き
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、

▼
場
所
市
役
所
玄
関
前

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課

Ⅲ

＆

▼
日
時
５
月
詔
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
（
柏
保
健
所
）

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
鵡
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
堆

▼
内
容
雛
形
外
科
医
に
よ
る
診

柏
市
柏
２
５
５

壷
（
師
）
１
２
５
５

’ 医｜
ごニー幸一一ざ一三一一÷今

一三一三一－－÷一一一一

し
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級

日

3日

4日

5日

10日

17日

24日

31日

病．医院 名

我孫子つくし野病院

石・田医院

アビコ外：

一瀬医 院

我孫子聖仁会病院

耳鼻咽喉科 飯田医院

我孫子聖仁会病院

近藤胃腸科外科

平和台病院

岩津皮膚科医院

アビコ外科整形外科病院
－ 一 一 一

宇治医院

我孫子東邦病院

小田川整形 外科医院

整形外科病院

電話

84-2211

82-7151

84-7321

85-2321

88-3111

83-3159

88-3111

84-0211

89-1111

88-3113

84-7321

88-0835

82-8166

84-7411

第1回

第2回

第3回

5月8日

(金）

5月15H

(金）

5月22

（金）

日

･妊娠『|'、産後の生活
･妊婦体操（実糾）

･産科医の話（妊娠中の異'粥とお
産の経過）

･妊蠅体操(災群）

･妊娠中の歯科1縦上（歯みがき実
判）

･妊娠中の栄韮
･赤ちゃんの凝縦

育
児
相
談

5月・6月は

赤十字運動月間
わ
れ
て
い
ま
す
。

雲
仙
普
贋
岳
な
ど
の
災
害
救

援
活
動
や
成
田
赤
十
字
病
院
を

中
心
と
す
る
救
急
医
擁
体
制
の

鑑
怖
、
献
血
ル
ー
ム
の
設
鍾
な

ど
、
す
べ
て
の
事
業
が
皆
さ
ん

の
善
意
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

５
月
、
６
月
は
赤
十
字
連
動

月
間
。
期
間
中
に
町
内
・
自
治
会

の
役
員
の
方
や
赤
十
字
奉
仕
団

の
方
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
伺

赤
十
字
事
業
は
、
毎
年
皆
さ
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
く
尊
い
願
い
し
ま
す
。

浄
財
（
社
黄
）
に
よ
っ
て
ま
か
な
▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

夜 間 の 急 病のときは

言上醸丑(Sﾌ)1141
5月14日

(木）

9：15～10：30

平
成
２
年
皿
月
蝿
日

か
ら
孤
日
生
ま
れ

5月7日

(木）

平
成
２
年
加
月
１
日

か
ら
晦
日
生
ま
れ

期
日

受付

対
象

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

日本脳炎

３
歳
の
窪
生
日
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児
（
小
学
校

に
入
学
す
る
年
の
３
月
釦
日
ま
で
）
・
１
期
は
１
～
２

週
間
の
間
隔
で
２
回
接
種
。
２
期
は
１
期
終
了
後
、
翌

年
１
回
接
種
（
４
月
～
７
月
）

’
三種混合

百mせき

ジフテリア

砿僻風’
１
期
は
生
後
哩
か
月
か
ら
鯛
か
月
未
満
（
３
～
８
週

間
隔
で
３
回
接
種
）
。

２
期
は
１
期
終
了
後
哩
～
魁
か
月
未
満
に
接
種
。

麻疹

(はしか）

生
後
画
か
月
か
ら
池
か
月
未
満
の
幼
児
（
１
回
接
種
）
。

な
お
、
生
後
咽
か
月
か
ら
弱
か
月
ま
で
に
接
種
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
（
８
月
を
除
く
年
間
）

／
該

当
者
お
よ
び
接
種
期
間

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

届
い
い
Ｕ
オ
）
投
与

肩
こ
り
腰
痛
教
室

期日

5月12日

(火）

5月19日

(火）

5月26日

(火）

主な内容

身近な健康法（畷）
体操（深呼吸、体を動かす基

本）

食懇診断

栄養のバランスをとるために

正しい歯みがき方と歯そうの
うろうの予防、刑こり腰揃予
防の体操

む
し
歯
予
防
教
室

精
神
衛
生
相
談

３
歳
児
健
康
診
査

療
育
相
談

－一 ■■■一一一1lb■一一■一一－ー■■r』■■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■

ｌ
▼
試
験
日
７
月
Ⅳ
日

（
金
）

▼
会
場
慈
恋
柏
看
漣

専
門
学
校
、
柏
保
健
所

▼
願
書
配
布
５
月
犯

日
（
金
）
ま
で
（
柏
保
健

所
に
て
配
布
）

▼
願
書
受
付
５
月
お

日
（
月
）
か
ら
幻
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
柏
保

健
所
保
健
指
導
課
栄

薙
担
当
壷
（
師
）
１
２

５
５
へ



一

，（4）笏び
⑬
市
民
図
書
館

⑬
湖
北
台
分
館

串
布
佐
分
館

一
一
』
態
移
動
図
書
館

1992 5第828号

我
孫
子
は
野
鳥
の
宝
庫
。
た
ま

に
は
外
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
バ
ー
ド
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
…
ロ
ジ
ヤ
ー
・
ラ
ヴ
グ

ロ
ー
ヴ
＊
野
鳥
の
公
園
番
闘
記

：
・
加
藤
幸
子
＊
ネ
オ
ン
街
に
眠

る
蝿
た
ち
・
カ
ラ
ス
は
ど
れ
ほ
ど

賢
い
か
・
唐
沢
孝
一
＊
高
原
の

野
鳥
物
語
手
塚
宗
求
＊
謎
の

巨
烏
モ
ア
・
・
・
堀
正
一
＊
こ
の
烏

を
守
ろ
う
＊
あ
び
こ
烏
だ
よ
り

＊
ほ
ｌ
ほ
Ｉ
ど
り
＊
応
用
烏
学

集
報

’
◎
湖
北
台
分
館
（
水
墨
画
）

▼
作
品
。
作
者
「
白
菜
」
色
紙
．
．

商
原
登
代
子
（
並
木
）
、
『
風
景
」
大

衣
〈
８
号
大
〉
…
大
熊
芳
子
（
寿
）
、

「
あ
ざ
み
」
大
麥
８
号
本
：
鈴

木
千
代
（
寿
）
、
「
狸
鼻
凌
」
大
衣
〈
８

号
大
〉
・
・
・
増
子
伊
都
子
（
湖
北
台
）
、

鳥
に
関
す
る
本
案
内

－－－画一一.一一■一

』
憲
一

ギ
ャ
ラ
リ
！

図
書
館

だ
よ
り

ａ
（
“
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

I

お
は
な
し
会
は
、
子
供
た
ち
に

読
識
の
楽
し
み
を
伝
え
ま
す
。
お

友
達
と
一
緒
に
お
は
な
し
を
聞
い

た
り
、
ゆ
か
い
な
本
を
み
つ
け
た

り
し
て
、
本
と
仲
良
し
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の

「
な
つ
え
ぴ
ね
」
色
紙
…
古
糞
里

枝
（
船
戸
）

◎
布
佐
分
館
（
油
絵
）

▼
作
品
古
都
の
春
（
狸
号
）
、
早

春
茄
号
）
、
峠
も
春
窮
号
）

▼
作
者
伊
原
三
一
（
布
佐
平
和

《
ロ
）

園
展
示
期
間
５
月
訓
日
（
土
）
ま
で

お
は
な
し

そよガせ号億嘗劉5月の日程(蕊）馳

ス テ ー ション名場所 ｜時間(午後)｜
湖北湖北地区公民館1:20~':501
中峠”|，峠飽田谷公園2:10~2:501
青山台柴崎台4号公園3:10~4:00ZI
布佐平和台布佐南近隣センター2:00～2:40

新木野あらき野ストアー裏3:00～4:00

'|久寺家久寺家あけぼの公園2:00～2:45

1つくし野東急ショッピングセンター裏3:00~4:00
1天王台東天王台東児童公園2:00~2:50
1天王台西浅野谷3号公園3:10~4:00
白山三洋電機 社宅 入口 1: 30 ～2 :15

並木|丸石家具駐車場2:30~3:00

1台田|台田池尻公園3:20~4:00
1根戸|根戸近隣センター2:00~2:40
1つくし野|東急ショッピングセンター裏3:00~4:00

|曜日｜日

６
．
別

水

|会
７
．
馴

木

８
．
”

▼募集内容一覧
国
際
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、

留
学
生
や
本
市
を
訪
れ
る
外
国
人

が
増
え
る
一
方
、
市
内
在
住
の
外

国
人
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
国
際
化
推
進
基
本
方
針

を
策
定
中
で
す
。
今
回
、
市
と
市

国
凱
詑
け
Ｉ

チ
ビ
ッ
コ
集
ま
れ
／
・

▼
日
程
＊
５
月
７
日
（
木
）
、
幻

日
（
木
）
市
民
会
館
第
４
会
議
室
＊

５
月
皿
日
（
木
）
、
詔
日
（
木
）
布
佐

分
館
お
は
な
し
の
部
屋

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
鋤

分金

６
月
過
日

５
月
釦
日

５
月
陥
日

６
月
別
日

７
月
弱
日

７
月
岨
日

13
●

271
月
日

水

いずれも土珊日脚
・
邪

’
木

身
に
つ
く
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
と
英
会
話
の
コ
ツ

（
彦
坂
三
垂
子
氏
元
ア
メ
リ
カ
公
立
校
教
師
）

簡
単
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に
な
る
に
は

（
ロ
イ
ス
・
マ
イ
ク
氏
英
語
ス
ク
ー
ル
校
長
）

辛
口
ト
ー
ク
国
際
感
覚
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
レ
ジ
ナ
・
ニ
ヤ
マ
ン
氏
３
か
国
に
通
じ
る
語
学
諦
師
）

実
践
パ
ー
テ
ィ
を
楽
し
む
、
水
餃
子
を
つ
く
ろ
う

（
劉
勝
梁
氏
中
国
語
翻
訳
家
）

Ｙ
ｅ
ｓ
、
Ｎ
Ｏ
議
論
の
で
き
る
英
語

（
ロ
イ
ス
・
マ
イ
ク
氏
）

こ
れ
で
Ｏ
Ｋ
Ｉ
英
語
上
達
の
近
道
Ｉ

（
林
美
和
子
氏
元
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
）

金’
渦
・
四

内
容
（
講
師
名
）

民
グ
ル
ー
プ
が
協
力
し
て
語
学
識

座
（
左
表
参
照
）
を
開
催
し
ま
す

の
で
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
意
欲
的
な
方
（
語
学
力

は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
定
員
鋤
名
（
先
着
腿

鱗

に
な
る
ほ
ど
。

静
寂
の
な
か
、
黙
々
と
華
を
は
会
が
出
き
た
の
は
昭
和
弱
年
、
は
、
加
代
の
つ
や
っ
ぽ
い
線
を
醤
「
流
れ
の
美
し
さ
、
墨
色
の
美
し

こ
ぶ
。
墨
水
の
香
り
が
教
室
い
現
在
会
員
泌
名
。
ほ
と
ん
ど
が
家
い
た
り
、
ふ
だ
ん
お
と
な
し
い
人
員
余
白
の
美
を
求
め
、
長
く
書
き

っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
り
、
落
ち
着
庭
の
主
婦
で
年
齢
は
鋤
代
か
ら
帥
が
大
胆
な
字
を
醤
く
の
で
、
皆
さ
続
け
た
い
で
す
ね
」
と
代
表
の
彦

い
た
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
代
と
幅
広
い
。
練
習
は
毎
月
２
回
ん
個
性
あ
ふ
れ
た
作
品
が
出
来
て
田
三
枝
子
さ
ん
は
、
そ
の
魅
力
を

「
漢
字
と
か
な
に
分
け
る
と
主
午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
中
と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
」
と
指
導
話
し
て
く
れ
た
。

に
か
な
の
勉
強
」
と
小
筆
を
持
央
公
民
館
で
行
っ
て
い
る
。
す
る
筒
井
香
月
さ
ん
。
▼
連
絡
先
彦
因
一
稜
子
云
（
聖

ち
変
体
が
な
で
日
本
古
来
の
和
「
初
め
は
緊
張
の
あ
ま
り
《
筆
を
筆
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
と
１
４
５
２

歌
を
書
く
グ
ル
ー
プ
が
「
万
葉
持
つ
手
が
塵
え
た
り
、
肩
に
力
が

が
な
同
好
会
」
の
皆
さ
ん
。
入
っ
た
り
と
た
い
へ
ん
で
し
た
。

今
で
は
月
２
回
の
勉
強
会
が
と
て

《
玄
も
楽
し
み
で
心
の
や
す
ら
ぎ
の
場

⑩

剛
熱
簾
擁
隣
湖

蝋

な
ら
鑿
り
．
謹
蕊
半
嬢

熱
篭
塞
謹

万
ぞ
れ
壗
鑿
あ
り
「
毒
中
で

は
最
高
齢
の
鈴
木
千
代
さ
ん
錘
歳

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
青か

い

山
台
１
１
８
１
浬
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
会
海

づ
に
い
な

津
新
菜
へ

▼
問
い
合
わ
せ
古
林
電
（
配
）
３

８
５
５

天
王
台
北
近

隣
セ
ン
タ
ー

場
所
一
受
講
料
一
時
間

市民会館会議室

6000円
『

午後3時から4時30分

平
成
４
年
度
消
防
団
役
員
及
び
分
団
長

住
所

布
佐
３
３
８
５

中
里
禰

緑
１
１
４

江
織
地
７
３
８

白
山
１
１
鰯
Ｉ
肥

下
ケ
戸
５
０
２

久
寺
家
２
４
５

中
里
３
２
９

古
戸
拓

布
佐
２
０
１
４

本
町
２
１
３
１
飢

栄
９
ｉ
塊

柴
崎
１
５
３
８

背
山
８
７
５

下
ケ
戸
４
７
７

岡
発
戸
９
４
２

高
野
山
２
０
４

根
戸
３
６
１

久
寺
家
３
５
７

布
施
２
３
３
４
１
１

中
峠
１
５
１
４

中
峠
１
２
７
９

中
里
７
１
８

古
戸
６
３
９
１
５

古
戸
１
９
７

新
木
２
５
６
７
１
１

新
木
１
８
３
４

布
佐
９
０
２
１
４

布
佐
２
０
３
８

布
佐
２
７
４
１

都
賜
Ｉ
別

電
諾

（
的
）
３
４
２
７

（
船
）
９
２
８
０

（
艶
）
０
６
２
４

（
師
）
０
２
３
４

（
艶
）
０
２
０
８

（
腿
）
８
７
６
２

（
理
）
７
２
５
３

（
卵
）
２
７
２
０

（
肥
）
２
５
４
６

（
的
）
２
８
３
９

（
魂
）
０
０
３
２

（
腿
）
３
８
３
２

（
腿
）
４
５
１
１

（
艶
）
７
９
７
５

（
腿
）
０
７
３
９

（
腿
）
８
６
６
１

（
腿
）
８
７
７
１

（
艶
）
４
６
２
３

（
艶
）
３
５
６
８

（
腿
）
０
９
７
４

（
肥
）
０
７
３
０

（
鯛
）
１
０
６
１

（
鯛
）
１
１
０
０

（
肥
）
６
８
７
３

（
船
）
２
５
３
２

（
胡
）
０
６
７
２

（
躯
）
０
４
５
５

（
鯛
）
２
２
５
１

（
鋤
）
２
３
９
７

（
鋤
）
２
１
４
３

（
鋤
）
２
６
９
１

今一
‐～

一
⑳
③
③
借
翻
②
⑪
③
⑪

千
年
を
土
着
の
家
か
春
来
た
る
三
谷
和
夫

葉
桜
や
瀬
音
に
小
さ
き
ひ
び
き
あ
り
前
田
は
る

春
風
に
光
る
波
紋
の
美
し
く
山
崎
諄
一

選
絵
錐
と
る
人
も
絵
の
う
ち
沼
の
春
田
中
栄
太
郎

径
思
い
出
を
暦
に
寄
せ
る
蕗
の
護
久
保
田
幸
枝

杲
水
ぬ
る
む
川
辺
に
戯
る
童
べ
達
池
田
勝
子

谷
咲
き
満
ち
て
枝
に
溢
る
る
桜
か
な
岡
野
堂
和
子

一
句
染
髪
川
院
募
り
て
ゐ
し
柳
套
濡
瘻

一
俳
窪
し
患
ど
き
り
と
着
に
け
り
村
上
弘

葉
桜
に
吹
か
れ
て
わ
れ
と
月
一
つ
本
多
喜
久
子

蕗
を
煮
る
厨
に
母
の
背
の
丸
く
泉
武
久
子

鴨
か
へ
る
花
嫁
つ
れ
て
北
国
へ
関
口
静
江

一
．
限

一
計
唯
外
食
の
多
き
息
子
の
泊
る
日
は
青
色
野
菜
鉢
皿
に
礎

一
↓
圦
瞬
る

奥
野
二
三

一
コ
で
脚
千
年
を
土
蒲
の
家
か
棟
高
く
防
風
林
に
囲
ま
れ
て
立

一
幅
鍔
騨
つ
三
谷
和
夫

一
拒
抄
癖
週
二
回
通
勤
き
る
る
宮
様
に
背
く
輝
け
初
夏
の
手
震

一
郭
調
姉
沼
鈴
木
藤
枝

一
皆
悩
職
東
京
よ
り
来
た
れ
る
孫
ら
土
華
嫡
み
を
り
野
面
駆
く

一
は
日
子
る
賑
や
か
な
る
声
馬
場
千
鶴
子

一
抑
恥
辮
春
の
雨
降
り
続
く
宵
亡
き
友
の
好
み
し
紅
茶
夫
と
飲

一
麩
悔
魂
先
み
を
り

小
出
礼
子

一
文
”
唯
嘩
駄
菓
子
屋
の
押
型
並
ぶ
黄
料
館
に
幼
き
下
町
の
記
侭

た
ど
れ
る
公
手
孝
嗣

大
利
根
の
冷
た
き
水
に
浸
り
つ
つ
父
と
吾
と
に
蚕
具

選
洗
ひ
き

奥
理
吏
江

太
散
り
敷
き
し
し
だ
れ
桜
の
東
漸
寺
な
ほ
青
柳
の
糸
を

寛
な
び
か
す
堀
佐
一

本
松
韻
に
和
し
て
落
花
の
舞
ふ
古
刹
芝
生
に
座
せ
り
こ

一
剛
山
の
一
と
刻
を

海
老
原
千
代
子

淡
き
白
濃
き
ピ
ン
ク
色
う
す
き
紅
と
り
ど
り
よ
る
し

卯
の
月
の
木
々

海
老
原
百
合
子

Ｉ
漣
り
ま
す
Ｉ

▼
有
料
で
＊
洋
服
ダ
ン
ス
、
茶

ダ
ン
ス
、
風
呂
余
イ
ラ
ー
付
）

〈
河
井
壷
（
理
７
６
４
３
〉

▼
無
料
で
＊
幼
児
用
お
ま
る

〈
野
田
霊
（
銅
）
７
８
０
０
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
』
コ

ー
ナ
ー
掲
赦
は
、
市
民
生
活
課
消

Ｐ
Ｐ

Ｊ

費
生
活
係
で
、
睡
話
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用

品
な
ど
、
主
と
し
て
日
用
雑
貨
等

の
耐
久
消
識
材
と
し
ま
す
。
衣
類

自
動
車
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま

せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
雛

、 〃

〃 、

｢

1

ひ

ろ

ー－一一一一一一一

戦 民
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し
ら
さ
ぎ
自
治
会
は
、
Ｊ
Ｒ
我

孫
子
駅
と
天
王
台
駅
の
ほ
ぼ
中
間

に
位
霞
す
る
（
右
図
参
照
）
。

会
の
発
足
は
昭
和
“
年
。
当
時

は
付
近
の
田
ん
ぼ
で
し
ら
さ
ぎ
が

多
く
見
ら
れ
、
そ
の
美
し
い
姿
に

ち
な
ん
で
自
治
会
の
名
を
つ
け

た
。
現
在
の
会
員
数
は
銘
世
帯
（
７

班
）
で
榊
成
さ
れ
、
如
歳
代
後
半
か

ら
釦
歳
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多

い
。
役
員
は
１
年
交
代
で
、
役
員
会

は
毎
月
行
っ
て
い
る
。

｜
』
に
轌
華
匿
墨
峨
毛
罐
麺
幸
夫
さ
ん

「
こ
の
自
治
会
の
良
さ
は
、
人
間

び
関
係
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す

鐵
一
ナ
ー
慰
、

第828号
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市
で
は
『
夜
間
に
お
け
る
交

通
安
全
や
犯
罪
の
防
止
な
ど
を

目
的
に
、
街
路
灯
の
維
持
管
理

や
新
設
を
行
う
自
治
会
や
町
会

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

き
い
・

自治会に街路灯
補助金を交付

提出期限6月26日(金)まで

/酷会訪問⑲
ね
。
道
端
で
会
っ
て
も
〃
お
元
気
で

す
か
″
と
気
軽
に
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
、
皆
さ
ん
家
族
的
な
雰
囲
気

で
す
。以

前
は
お
祭
り
も
や
っ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
は
場
所
の
確
保
が

維
持
管
理
補
助
金

▼
補
助
金
額

◎
１
灯
に
つ
き
年
間
電
気
使
用

料
金
・
・
・
２
８
２
８
円

◎
１
灯
に
つ
き
修
繕
料
と
し
て

・
・
・
６
０
０
円

▼
必
要
繕
類
東
電
の
３
月
分

街
路
灯
睡
気
料
領
収
番
ヨ
ピ

ー
可
〉
、
口
座
振
込
依
頼
磐

▼
補
助
金
額

◎
東
電
柱
に
共
架
す
る
場
合
：
．

１
灯
に
つ
き
８
０
０
０
円

◎
鋼
管
ポ
ー
ル
建
柱
の
場
合
：
、

１
灯
に
つ
き
１
万
５
０
０
０
円

▼
必
要
書
類
街
路
灯
設
澁
予

定
図
、
見
積
書
（
遮
気
工
事
店
作

成
の
も
の
）

▼
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ
道

路
課
維
持
係

新
設
補
助
金

V

難
し
く
な
り
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
代
わ
り
に
日
帰
り
の
バ

ス
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
好
評
で
毎
年
多
く
の
方
が
参
加

し
て
く
れ
ま
す
。
今
年
は
、
月
頃

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

‐=｜◆

I

生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て

期
待
さ
れ
る
湖
北
地
区
公
民
館
の

竣
工
式
が
、
４
月
狙
日
主
）
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
・
市
・
工
事
関
係
者

や
近
隣
住
民
な
ど
約
１
３
０
名
が

’ 生
涯
教
育
の
拠
点
に
期
待
ふ
く
ら
む
司
什
膨
刷
Ｌ
腸
脆

測塑鶏塁全驫室

Ｆ
１
陣
Ｉ
吟

『

湖

北

地
区
公
民
館
が
竣
工

昨
年
は
自
治
会
活
動
の
一
環
と

し
て
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、

市
の
助
成
制
度
を
活
用
し
て
区
域

内
に
消
火
器
を
備
え
、
消
火
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
防

災
意
識
は
高
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
に
つ

い
て
も
皆
さ
ん
非
常
に
協
力
的
で
、

整
然
と
し
た
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
市
外
か
ら
の
視
察
の
対
象
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

い
ま
の
と
こ
ろ
自
治
会
と
し
て

大
き
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も
会
員
同
士
の
和
を
大

事
に
し
て
地
域
の
親
睦
を
深
め

て
い
き
た
い
で
す
ね
」
。

▼
会
長
渡
辺
幸
夫
栄
調
の
４

出
席
。
式
典
に
先
立
ち
ホ
ー
ル
で

は
、
古
戸
は
や
し
連
中
に
よ
る
里

神
楽
が
上
演
さ
れ
、
花
を
添
え
て

い
ま
し
た
（
写
真
下
）
。

式
典
で
は
、
大
井
一
雄
市
長
が

「
公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
日
常

れ
こ
れ
■
■

ノ

生
活
に
根
ざ
し
た
学
習
の
場
で

あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
で
す
。
十
分
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
・
そ

の
後
、
建
設
協
力
者
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
館
内
で
は
市
文
化
連

盟
の
協
力
で
、
書
道
、
絵
画

手
エ
芸
作
品
の
展
示
や
実
減
、

お
茶
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
式
典

終
了
後
に
は
一
般
に
も
開
放
。

式
典
参
加
者
や
見
学
に
訪
れ
た

人
た
ち
は
、
熱
心
に
作
品
に
見

入
っ
た
り
、
急
つ
そ
く
利
用
方

法
を
聞
く
姿
も
見
ら
れ
、
期
待

の
大
き
さ
を
う
か
が
わ
せ
て
い

ま
し
た
。

▼三歳児親子学級日程

歳 児
戸

一

一

親子挙細
考えてみませんか子育てを

’園|凋一〆ゞ
学習 内容 学習

日時

学習を始めるにあたって胆
－
２
’
３
ｌ
４
ｌ
５
－
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ

1

６
月
か
ら
平
成
５
年
３
月
ま
で
の
間
、
皿
回

午
前
Ⅲ
時
～
正
午

みんな仲良し

リ
ズ
ム
あ
そ
び

絵本と子ども

昔
か
ら
「
親
の
後
ろ
姿
を
み
て

子
は
育
つ
」
な
ど
ど
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
集
団
の
中
で
の
我
が
子
を

み
つ
ぬ
子
育
て
に
必
要
な
も
の

みんな友達

講
演
録
第
３
巻
刊
行
ｒ
山
あ
び
こ
あ

手
賀
沼
再
生
の
道
を
探
ろ
う
境
保
全
課
で
無
料
配
布
し
ま
す
。

と
、
市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
こ
れ
を
機
会
に
、
手
賀
沼
も

る
場
と
し
て
、
卿
山
階
鳥
類
研
含
め
た
自
然
環
境
の
大
切
さ
を

究
所
と
共
催
し
て
い
る
「
手
蛮
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

沼
浄
化
を
考
え
る
市
民
講
座
」
て
み
ま
せ
ん
か
。

の
講
演
録
第
３
巻
が
ま
と
ま
り
▼
配
布
部
数
３
０
０
部

ま
し
た
（
写
真
）
。
▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

手
賀
沼
浄
化
を
考
え
る
市
民
講
座
Ⅲ

■子どもの心

三歳児バンザイノ ９
４

Ｆ
沙
匁

函
叩
『
側
ソ
傾
咽
四
恥

鯲
極
發
・
や

丈夫なからだ
、
昭
日
戸
目
園

学習を終えるにあたって

おもいで会 一
句

は
何
か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
参
加
費
年
間
４
０
０
０
円

▼
場
所
・
募
集
人
員
＊
中
央
公
▼
申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

民
館
爽
曜
旦
、
名
＊
湖
北
地
区
所
参
加
す
る
親
子
の
醗
都
電
話

公
民
館
（
木
醗
且
お
名
（
応
募
者
番
号
、
子
ど
も
の
生
年
月
日
と
性

多
数
の
場
合
は
抽
選
別
、
希
望
会
場
を
明
記
し
、
５
月
６

▼
応
募
資
格
三
歳
児
（
昭
和
錨
日
（
水
、
消
印
有
効
）
ま
で
に
我
孫

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
子
新
田
錘
中
央
公
民
館
三
歳
児
親

１
日
生
ま
れ
）
を
持
つ
親
子
学
級
係
云
亜
）
０
５
１
５
へ

楽
し
く
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
ｊ室教

ご
ど
き
学
級
戸

ぶ

根ｉ

大
勢
の
仲
間
達
と
楽
し
く
語
り
▼
応
募
資
格
昭
和
７
年
５
月
１

合
い
な
が
ら
、
学
ぶ
喜
び
を
分
か
日
以
前
生
ま
れ
で
、
根
戸
地
区
周

ち
合
い
ま
せ
ん
か
。
「
年
は
と
っ
て
辺
に
在
住
の
方

も
、
こ
れ
か
ら
き
」
と
い
う
人
達
を
▼
募
集
人
員
鋤
名
（
応
募
者
多

歓
迎
し
ま
す
。
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
学
習
内
容
＊
地
域
の
こ
と
を
▼
参
加
蜜
１
０
０
０
円
（
教
材

知
ろ
う
＊
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
識
等
は
別
途
）

い
る
た
め
に
＊
話
し
上
手
、
聞
き
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〈

上
手
＊
楽
し
く
暮
ら
す
知
恵
ほ
か
ガ
キ
に
住
所
庵
鋤
性
別
生
年

▼
学
習
日
時
５
月
配
日
（
木
）
か
月
日
、
通
話
番
号
を
明
記
し
、
５
月

ら
毎
月
主
に
第
４
金
畷
日
、
午
前
８
日
（
金
、
消
印
有
効
）
ま
で
に
我

加
時
か
ら
正
午
、
年
間
、
回
程
度
孫
子
新
田
鍵
中
央
公
民
館
こ
と
ぶ

▼
学
習
場
所
根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
き
学
級
係
容
（
配
）
０
５
１
５
へ

ご
ｌ
れ
」
Ｔ
Ｉ
Ｉ

今
回
は
自
然
環
境

や
水
辺
環
境
の
保
全

に
活
曜
し
て
い
る
、

全
国
各
地
の
８
氏
を

迎
え
、
平
成
２
年
９

月
か
ら
辺
月
に
か
け

て
開
催
さ
れ
た
識
座

の
誰
演
録
で
す
。

Ａ
５
判
２
５
８
ペ

ー
ジ
の
こ
の
本
を
、
環

ｒ
‐
一

一一で
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４
月
廻
日
、
睡
力
中
央
研
究

所
の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
頃
の
研
究
成
果

や
施
設
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ

く
も
の
で
、
今
年
が
７
回
目
。

ー

電
力
中
央
研
究
所
一
般
公
開

約
１
７
０
０
人
が
先
端
技
術
を
見
学

6

＄

同
研
究
所
の
敷
地
面
識
は
、
Ⅳ

万
耐
で
、
約
２
４
０
人
の
職
員
が

「
土
木
」
「
生
物
」
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

な
ど
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
環
境
の
調
和
」
で
私
た

ち
の
身
近
な
手
賀
沼
の
環
境
を

考
え
る
諦
演
会
や
、
実
際
に
体

験
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
、

高
波
を
防
ぎ
船
を
安
全
に
入
港

さ
せ
る
た
め
の
海
岸
織
造
物
の

実
験
な
ど
狸
部
門
を
公
開
。
こ

の
日
は
小
雨
ま
じ
り
の
天
候
で

し
た
が
、
学
生
や
家
族
連
れ
な

ど
約
１
７
０
０
人
が
訪
れ
、
先

端
技
術
を
見
学
し
ま
し
た
。

れ
こ
れ
一

ハ
ネ
イ
チ
ヤ
ー
ゲ
ー
ム
ｖ

▼
日
時
５
月
画
日
（
日
）
午

前
、
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
３
時
の
２
回

▼
対
象
・
定
員
小
学
生
以

上
各
帥
名

※
当
日
は
運
動
の
で
き
る
服

装
で
参
加
の
こ
と

八
手
賀
沼
生
物
探
偵
団
員
ｖ

▼
観
察
会
日
程
原
則
と
し

て
５
月
か
ら
平
成
５
年
３
月

ま
で
の
隔
月
第
４
日
唯
日
午

前
、
時
か
ら
午
後
３
時
、
昼

食
持
参
の
こ
と

▼
対
象
。
定
員
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
如
名

圏
参
加
蜜
無
料

園
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

通
話
で
手
賀
沼
親
水
広
場
垂

（
“
）
０
５
５
５
へ

参
加
者
募
集

手
賀
沼
の
自
然

環
境
を
学
ぼ
う

’
’

Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
し
ら
さ
雪
ご
白
目
》
掴
今
云
Ⅱ
Ⅱ

、

地
域
の
親
睦
を
深
め
る
。

会
員
同
士
の
和
を
大
事
に
し
て
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6月1日(月)から8日(月)まで

に行われる計量器の定期検査に先

立ち、5月中Iこ事前調査を行い申

請書を配布します。取り引きや証

明に使用している商店、工場など

を対象に調査員が伺いますので、

ご協力をお願いします。

シ問い合わせ市民生活課

し曰程5月17日(日)、24日（日）

集合午前8時30分（市民体育館）

伝参加資格市内在住者

伝競技方法・参加費シングルス

男女各1クラス・1人1000円

し申し込み・問い合わせ郵便で

住所、氏名、年齢、性別、電話番

号を明記し、参加費を添えて5月

10日(日､消印有効）までに湖北台

惨日時・場所5月30日(土)午後

6時開演、市民会館

似入場料4歳以上、前売り3300

円（市民会館内売店ひろがり他）

当日券3800円

※乳児を除<S歳以下の保育あり

（有料、電話予約が必要です）

し問い合わせあびこ子ども劇場

壷(88)9078

－

イニ

。
|-｡.Q､l
bへ2

1－ー住、
増，

､ヘ ヲノ

I、｛締 ，
、全k ， ﾛ ■ ■'

まくうちしようま

幕内翔篤〈ん
（下ケ戸。9ケ月）

F

『」同
I

ち

『

7-83-201高田英志容(87)2725へ

事業主のみなさん|こは、5月15

日(金)までに労働保険料(雇用､労

災）の平成3年度確定と平成4年

度概算保険料の申告・納付をして

いただくことになっています。保

険料の納付はお早めにお願いしま

す。詳しくは、干葉県雇用保険課

壷043(223)2775または干葉労働基

準局盆043(254)5211へ

シ日時5月g日(土)、10日(日）

原城跡下、雨天中止）年、保護者氏名、電話番号を明記

惨参加費無料（参加賞あり）し、5月16日(土)までlこ湖北台3－ ’
歩連絡先木幡盃(87)243011-5日高靖輝云(88)3870へ 5月から国の行政機関の完全週

休2日制の実施に伴い、干葉地方

法務局我孫子出張所も、土曜日は

すべて休みとなります。

’
’

2等陸｡海｡空士自衛官

惨資格18歳以上27歳未満の男子

傷初任給14万2800円

惨問い合わせ自衛隊千葉地方連

絡部柏募集案内所壷(63)6884

｜

固'圓国□ ⑳⑤⑨圃圖
|’

▼我孫子自動車整備協同組合様か

ら福祉のためにと10万円の寄付が

ありました。

▼社会福祉事業基金にと我孫子民

舞連盟三藤会様から1万円、今村

輿之助様(並木)から5000円の寄付

がありました。

▼我孫子ガス㈱様から消防音楽隊

にと、チューバ1器、トランペッ

トS器の寄贈がありました。

伝場所九段会館ホール（東京）桜集合場所市役所TF面玄関前

画國圓画ファミリーシアター（入場無料）

傍日時6月21日(日)正午から

午後3時10分まで

伝場所船橋市民文化ホール

し内容ぬいぐるみ人形劇（こぐ

ま座）

し琴人員1100名（抽選）

ファミリーバスツアー（無料）

し巴程6月14日（日）

し内容親子を対象に、幕張メッ

セで行われる中央行事、ビールエ

場見学(各コース50名､弁当持参）

炉集合場所1コース関宿町公民

館前午前7時8@分、2コース柏市

役所前午前8時5分、Sコース鎌

ケ谷市役所前午前8．時115分、4コ

ース浦安市役所罰午前8時30分

ヶ申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに申し込み者全員の住所、氏

名、年齢、電話番号及び希望行事

名（バスツアーはコース名）を明

記し返信用ハガキに宛名を記載の

うえ5月26日(火、消印育効)まで

に〒271松戸市小根本7東塞飾支

庁総務課シアター係またはバスツ

アー係念0473(61)2175へ

I

’

｜

乳幼児の子育ての悩みに、専門

の先生方がお答えします。

し曰程6月9日(火)柏市中央公

民館、11日(木)松戸市婦人会館

し申し込み・問い合わせ6月2

日までに電話で干葉県教育庁東葛

飾地方出張所社会教育主事冠0473

(61)2110へ

童謡(天地総子､田中皇児､T四RA
｡

|の､地元合唱団)おはなし(戸田恵子）

し日程5月31日(日)東総文化会

館(旭市)、6月21日(日)県文化会

館(二F葉市)､6月28日(日)我孫子市

民会館、各会場午後1時開場

し申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに希望日、会場名、住所、氏

名、電話番号、人数を明記し、〒

280干葉市中央区市場町1-1干葉

県文化国際課｢童謡とおはなし｣係

念043(223)2408へ

谷練習日時毎月第2．4日曜日

午前8時30分から（雨天中止）

伝場所利掴||河川敷運動公園内

河川敷野球場の駐車場

少会費3000円（年額）

し問い合わせ香焼壷(82)3029

平石盆(85)0257

ノ

－

雌
一
難

鰯
’
医曰時5月31日(日)午前8時出発

し集合場所市役所E面玄関前

し内容太東漁港から一宮海岸ま

で約7キロメートルを歩きます。

シ募集人員40名0応募多数は抽選）

し参加費1人500円

少申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、性別、年齢、電話

番号を明記し5月11巳(月、必着）

で我孫子1684教育委員会俸育課

査(85)1151へ

3 ⑧
I

’
シ曰時5月10日(日)午前9時30

分開演〔入場無料）

画場所市民会館

し問い合わせ米野容(88)1243

’
惨日時・場所5月17日(日)午前

10時開演、湖北地区公民館ホール

し曲目観世流(屋島・弱法師他）

宝生流（鉢木・桜川他）（無料）

歩問い合わせ（観世流）市川壷

(82)4336、（字牛流)小太刀壷(82）

3653

一

少曰時6月13日(土)午後2時か

ら3時30分まで(入鑑照料）

し場所幕張メッセ国際会議場

シ演題『~槽報化はくらしをこう変

える｣篠原滋子(現代情報研究所）

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号を明記し

〒260-91干葉中央郵便局私書箱40

号県庁企画課否043(223)2206へ

’
1

1 ’
11月

歌で綴る心のカレンダー

し日時5月17日(日)午後2時

修場所市民会館ホール

レ入場料800円（全自由席）

し問い合わせ石井冠(89)1141

4500円、B席3500円(全指定）

少入場券発売所平賀蜜店、

ミリオン楽器我孫子店、ブッ

クススズキ、荒井書店、石III

春光堂、あびこサービスセン

ター、レコートミあつぶる、ポ

ピー、市民会館内売店ひろが

り、図書館湖北台分館・布佐

分館、中央公民館、柏そごう、

柏高島屋、取手とうきゅう

し問い合わせ教育委員会社

会教育課云(85)1151

h

12火｜｜’
蕊

未t垂ご菫
@画騨閻
f狗篭§；

ダ

胴
一
Ｍ
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胴
一
Ｍ

倖曰時5月31日(巳)午前10時か

ら午後4時30分まで

伝場所千葉県青少年婦人会館

候内容講演rいのちと愛をたい

せつに-人間の性をどうとらえるカコ

高柳美知子氏qvHK学園)､分科会

し参加愛700円

し問い合わせ干葉渠囲親会実行

委員会佐久間念043(273)3844

水
一
木
一
金
一
士

し日程5月5日(祝）・17日（日）

31日(日)午前10時から

い場所金子卓球場(市役所近く）

し参加費1500円（昼食{寸き）

し問い合わせ我孫子将棋同好会

金子壷(82)3394
’

－

’

計量器の事前調査を実施辻久子谷列牢
硬式テニ
選手選譽雪顔禧

■
さかごい

酉井
、

、

ノ

まい

舞ちゃん
(若松。7ケ月）

ﾍ

労働雛剛納側則内に
第12回連盟華道展

湖北剣友会会員

’
平成4年4月1日現在＊世帯数39,644世帯

人口121,742人男60,979人女60,763人
●市役所本庁85-1111●市民体育館87-1155
●つくし野支所84-8801●市民図書館本館84-1110湖北台
●湖北台支所88-0828分館87-3055布1左分館89-1311
●湖北支所88-2111移動図書館87-0909
●布佐支所89-2358●都市改造事務所85-1171
●教育委員会85-1151●身体障害者福祉センター88-0141
●水道局84-0111●あらき園88-4188
●消防署84-0119●っつじ荘88-0123
●少年センター84-1900●生活環境課(浄化槽)87-2379
●保健センター87-1131（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●市民会館84-3311●近隣センター布佐南89-3740
●公民館申央82-0515天王台北82-9988根戸83-5363

湖北地区88-4433●市民センター寿83-7722
1･馬の博物鰻85-2211台88-9927布佐89-119ヨ

湖北

古利根の自然と親しむ
釣り大会

千葉地方法務局から

バード・ウィーク
手賀沼深烏会参加者

第44回婦人週間全国会議

県民の日東葛飾地馴了事

剛
『
ｊ
ノ :料子育て相談

ふるさとの童謡と
おはなしのつどい 我孫子ユニサイクルクラ

f 一 輪 詞
ブ員

日曜当番医｡1週間の行事
ﾃﾚﾎﾝｻービｽ忍(85)1313

4⑤

S⑭

⑰水

7木

8金

9土

1⑪⑧

雪休日当番医＝テレホンサービス
唾休B鯛箇科診粛日=休日齢歯科診爾(市匿認内)畑~1棚

壷つつじ荘休館〃市民図書館休館

〃休日当番医＝テレホンサービス
"休日鱸歯科鰄日=休日編歯科診鰯(市彫認内)9m~1棚
、つつじ荘休館［蚕市民図書館休館

－消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
一馬の博物館休館

－鳥の博物館休館

=陰不動産相談＝市民相談室10:00～15:00

壷健康相談＝つつじ荘10:00～11:30
壷､鳥の博物館休館

壷市役所閉庁(－部の施設は除く）

雪結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00
壷日鵬当番医＝テレホンサービス
奇休日鯛翻認日=細鴻騨診緬(市践館内)9m~11:30

壷健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

〃酒害相談＝寿市民センター9:30～11:30

‘蚕休日当番医＝テレホンサービス＝つつじ荘休館
=林日鱸歯科”日=休日鱸鋤認涌価飴軸)9:冊~11:30
－市民図霞館休鴎琴結婚相股=寿市民ｾﾝﾀー 10:00~14:00

－交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00

〃心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
壷市民図書館休館〃つつじ荘休館一厨の博物館休館

〃法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度
‘毒つつじ荘休館

憧蚕消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

－登記相談＝市民相談室10:00～12:00

毒税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

I毒酒害相磯＝保健センター9:30～11:30

腫言･少年の日

呼
刮
、
．

第6
はだし

回
砿

九十九里
こう大会参加者

我孫子市吟詠連盟
吟 詠 大会

我孫子市謡曲連合会
第9回発表会

員男の日記念特別講演

ピﾘー ･ヴｵー ﾝ細噸

我孫子合唱連盟
春の．ンサート

第35回千葉県母親大会

我孫子将棋大会




